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第 5 話 地方の騒乱と西南の役 

大変革の余波。 新政府に対する不平が爆発して各地に騒乱が起こる。 

ついに西南
せいなん

の大役
たいえき

となって、一時は全国をも動揺
どうよう

させるが、やがて鎮定
ちんてい

して 

中央政府威権
い け ん

がいよいよ確立する。 

 

新
しん

政
せい

府
ふ

に対
たい

する不
ふ

平
へい

 反
はん

抗
こう

 

  明治維新がわが国未
み

曾
ぞ

有
う

の大変
へん

革
かく

であったことは、すでに皆さんが詳
くわ

しく見て来た通りですが、こう

して政治や社会の上に盛
さか

んに改
かい

革
かく

が行われると、時にはややもすれば不平を抱
いだ

いて、これに反
はん

抗
こう

する者の

あるのが世
よ

の常
つね

です。 明治の新政府に対してもやはりそうでした。 政
せい

見
けん

を異
こと

にしていて相
あい

争
あらそ

う者の

あったのは勿論
もちろん

だが、又、 旧
きゅう

習
しゅう

を慕
した

って、新
しん

政
せい

を喜ばない者も多かった。  

そのために、明治 3年の始めから 4, 5, 6 年にかけて、全国各地に武
ぶ

士
し

階
かい

級
きゅう

の騒
そう

擾
じょう

や平
へい

民
みん

階
かい

級
きゅう

の暴
ぼう

動
どう

一
いっ

揆
き

が起こったが、 幸
さいわ

いにこれは何
いづ

れをも大事
だいじ

に至
いた

らずに平
へい

定
てい

した。 ところが、たまたま征
せい

韓論
かんろん

が

敗れて、西郷
さいごう

隆盛
たかもり

を始
はじ

め、これを主張した者らが官
かん

を辞
じ

して野
や

に下
くだ

ると、新政府を喜ばない不平党
ふへいとう

は、し

だいにこれらの征韓論者と相
あい

結
むす

んで諸所に乱を起こした。 

  その第一
いっ

著
ちゃく

は、江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

を首
しゅ

領
りょう

とした佐
さ

賀
が

の乱
らん

です。 

佐
さ

賀
が

の乱
らん

 

  初め新平が 職
しょく

を辞
じ

して 郷
きょう

里
り

佐賀に帰ると、そこには、かねてから征韓を主張する一派がいて、直ち

に彼を仰いで首
しゅ

領
りょう

とした。 この征
せい

韓
かん

党
とう

に対して、佐賀にはまた憂
ゆう

国
こく

党
とう

という、新政を厭
いと

い封建
ほうけん

の旧 制
きゅうせい

に復
ふく

そうと謀
はか

る一派
いっぱ

があったが、現政府に反対する点では同じですので、俄
にわ

かにこれも彼
かれ

の配下に属した。 

 同じく佐賀の藩士で、そのころ宮
く

内
ない

省
しょう

出
 しゅっ

仕
し

となっていた島
しま

義
よし

勇
たけ

は、はるかに郷里の形
けい

勢
せい

の 漸
ようや

く不
ふ

穏
おん

になったのを聞くと、これを鎮撫
ちんぶ

するためにと 暇
いとま

を願い、佐賀に帰って来たが、忽ち憂国党の首領に推
お

されたので、ついに新平と合体して乱を起こした。 

  明治 7 年 2 月、彼等は先
ま

づ小
お

野
の

商
しょう

会
かい

その他
た

の富
ふ

豪
ごう

を襲
おそ

って、金銭および軍
ぐん

需品
じゅひん

を無理
む り

借
が

りし、つい

で佐賀城を襲
おそ

って熊
くま

本
もと

鎮
ちん

台
だい

の兵でこれを守っていた権令
ごんれい

岩村
 いわむら

高俊
たかとし

を走らせた。  

  そこで朝廷は、参議大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

に急
いそ

いで鎮
ちん

撫
ぶ

に下
くだ

らせた上に、更
さら

に嘉
よし

彰
あき

親王を征
せい

討
とう

総
そう

督
とく

としてこれ

を討
う

たせた。 利通は 19日に博多
はかた

に上陸したが、この日、陸軍 少
しょう

将
しょう

野
 の

津
づ

鎮
しず

雄
お

は官
かん

兵
へい

を率
ひき

いて、久留米
く る め

、

筑後
ちくご

川の方面から進み、同 山田
やまだ

顕
あき

義
よし

は筑前
ちくぜん

方面
ほうめん

から進んで、次
し

第
だい

に賊
ぞく

軍
ぐん

を圧
あっ

迫
ぱく

して行って、ついに 3月

1日に佐賀
さ が

城
じょう

を 陥
おとしい

れた。  

新平、義勇らは逃げて鹿児島
か ご し ま

に至り、西郷隆盛に頼
たよ

ろうとしたが、隆盛が応
おう

じなかったので、新平は更
さら

に土佐に走って、ついにそこで捕
とら

えられた。 義勇らは鹿児島で捕えられた。 そして、新平、義勇の 2

人は梟 首
さらしくび

の刑
けい

に処
しょ

せられ、部下の者は断
だん

罪
ざい

、或いは 懲
ちょう

役
えき

、或いは禁
きん

固
こ

などに処せられて、余党も 悉
ことごと

く
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平定された。 時に新平は 40才、義勇は 53才でした。 

神
じん

風
ぷう

連
れん

の乱
らん

 

  こうして、佐賀の乱は思いの外に早く片づいたが、新政府を喜ばない不平党はまだまだ各地に残って

いた。 熊本の士族太
おお

田
た

黒
ぐろ 

伴
とも

雄
お

、加
か

屋
や

霽
はる

堅
たか

らが首領になって、組織した神
じん

風
ぷう

連
れん

という団
だん

体
たい

は、神
しん

道
とう

を 尊
とうと

び、西洋の風
ふう

が輸入されるのを極 端
きょくたん

に憎
にく

んでいたが、明治 9年 3月 28日、政府が帯刀
たいとう

禁止
きんし

の令を出すに

およんで、大いにこれを憤慨
ふんがい

し、ついにその年 10月 24日、急に乱を起こして熊本鎮台を襲
おそ

い、司令長官種田
たねだ

政
まさ

明
あき

をその私宅で殺し、県令安岡
やすおか

良
よし

亮
すけ

を傷つけた。 しかし、その翌 25日には、忽ち鎮台兵のために撃破
うちやぶ

られて、伴
とも

雄
お

、霽
はる

堅
たか

らは戦死して、余党も 悉
ことごと

く平らいだ。これを神
じん

風
ぷう

連
れん

の乱
らん

という。 

秋月
あきづき

の乱
らん

 

  この時、福岡県秋月
あきづき

の士族宮
みや

崎
ざき

車
しゃ

之
の

助
すけ

らの一党もこれに応じて起って、福岡城を襲おうとしたが、忽
たちま

ち神風連
じんぷうれん

の破れたのを聞いて、遠く山口県萩
はぎ

の同
どう

志
し

前
まえ

原
はら

一
いっ

誠
せい

らと一緒
いっしょ

になろうと、転じて豊前
ぶぜん

の豊津
とよつ

ま

で進んだところを、小倉分営
こくら ぶんえい

から出動した官兵のために撃破
うちやぶ

られた。 間もなく車之助は自殺して、余党

の多くは捕えられて、この乱も平らいだ。 世にいう秋月
あきづき

の乱
らん

がこれです。 

萩
はぎ

の乱
らん

 

  神風連
じんぷうれん

の乱
らん

の鎮定
ちんてい

されたのが 10 月 25 日で、秋月
あきづき

の乱
らん

の起こったのがその翌々日でしたが、翌 28 日

には、前参議兵部
ひょうぶ

大輔
だいう

 前原
 まえはら

一誠
かずなり

 が兵を山口県萩
はぎ

に挙
あ

げた。 一誠は明治 3 年 9 月 2 日に木戸孝允らと

意見の合わないところから官を罷
や

めて、郷里萩に帰って以来、常に政府の政策に対して不満をいだき、朝

鮮の問題についても、千島樺太の交換についても、政府の処置を非難しつづけていたが、熊本の乱が起こ

るに及んで、その党をあつめて山口県庁を襲
おそ

い、はるかに神風連に応じようとしたのです。 これもまた 忽
たちま

ち広島鎮台
ちんだい

の兵に撃破
うちやぶ

られて、一誠らは捕縛
ほ ば く

され、後、斬
ざん

罪
ざい

に処せられた。 これを萩
はぎ

の乱
らん

という。 

西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

が私
し

学
がっ

校
こう

を興
おこ

す 

  これより先、西郷隆盛が官
かん

を辞
じ

して郷里鹿児島に帰ると、桐野
きりの

利
とし

秋
あき

、篠原
しのはら

国
くに

幹
もと

らを始め、薩摩出身の

少 壮
しょうそう

血気
けっき

の軍人や羅卒
らそつ

の多くもまた彼を慕
した

って陸
りく

続
ぞく

と帰
き

郷
きょう

した。 この事はすでに前にも少し述べたが、

こうして一時にどっと不平を抱
いだ

いた者らが帰ったために、恐
おそ

らく、そこには自然と不穏
ふおん

な気合
きあい

が醸
かも

された

でしょう。 そこで、隆盛は彼等が過激
かげき

に走って、方向をあやまり得
う

るとの心配から、利
とし

秋
あき

、国
くに

幹
もと

らと謀
はか

り、明治 7年 2 月、城山
しろやま

の 麓
ふもと

の島津家の 厩
うまや

址
あと

に私学校を興
おこ

して、彼等を教育することにした。 直接の

監督
かんとく

には利
とし

秋
あき

、国
くに

幹
もと

、村田
むらた

新
しん

八
ぱち

らに当たらせたが、その全体の統制には隆盛が 自
みづか

ら当たった。 

彼はまたこの学校の綱 領
こうりょう

に二か条を自ら書いてこれを掲
かか

げさせた。 

    道
みち

を 同
おなじく

し、義
ぎ

相
あい

協
かな

うを以
も

って、暗
あん

に衆 合
しゅうごう

せり。 ゆえにこの理
り

を益
ます

々
ます

研
けん

究
きゅう

して、道義
どうぎ

に 

おいては一
いっ

身
しん

を不 顧
かえりみず

、 必
かなら

ず踏
ふ

み 可 行
おこなうべき

事
こと

。 

王を尊び民を憐
あわ

れむは学問の本
ほん

旨
し

。 然
しか

ればこの天
てん

理
り

を極
きわ

め、人民の義務
ぎ む

に臨
のぞ

んでは、一 向
ひたすら
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難にあたり、一同の義
ぎ

を可相立
あいたつべき

事。 

 

          

                                 西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

 自
じ

筆
ひつ

の 私
し

学
がっ

校
こう

綱
こう

領
りょう

 

というのがこれで、第一条の中の「暗に」は、暗号
あんごう

の暗で、即ち期
き

せずして集まったのだというところに、

この学校の成
せい

立
りつ

の径
けい

路
ろ

が明
あき

らかにされている。 「故に」以下では成立の趣意
しゅい

が 窺
うかが

われる。 又、第二

条の尊
そん

王
のう

憐
れん

民
みん

を学問の本旨
ほんし

とするところは、この学校の方針、目的、本 領
ほんりょう

が見られます。 

隆盛
たかもり

の名望
めいぼう

 

  さて、隆盛が学校を開いたということが四方に伝
つた

わるや否
いな

や、彼の名望
めいぼう

を慕
した

って来たり集まる者が 忽
たちま

ち数千人に達し、やがて分校
ぶんこう

が鹿児島県下に 13も設
もう

けられるに至った。 しかも生徒らは、みな隆盛と死生
しせい

を共にすることを誓
ちか

い、機
き

会
かい

もあれば起
た

って政
せい

府
ふ

を倒
たお

して、再び隆盛を世に立たせようと思っていた。  

それで佐賀
さ が

の乱
らん

が起こった時にも、又、熊本の神
じん

風
ぷう

連
れん

の乱が起こり、秋
あき

月
げつ

の乱、萩
はぎ

の乱がこれにつづ

いた時にも、私学校の生徒らは好機
こうき

こそ来たと、忽ち起
た

ってこれに応
おう

じようとしたが、隆盛が固く抑
おさ

えて纔
わづ

かに事を挙
あ

げさせなかったといわれる。 

隆盛
たかもり

の真意
し ん い

 

  とはいえ、彼に兵を用
もち

いる意
い

志
し

が全然なかったとは考えられない。 私学校の綱 領
こうりょう

から見ても、又、

その実際の教育が、学課
がっか

を重
おも

んじずに、専
もっぱ

ら 銃
じゅう

砲
ほう

の操
そう

練
れん

と心
しん

気
き

の養
よう

成
せい

とに力をおいた点から見ても、い

つかはこれを兵として役
やく

立
だ

たせようとはしていたのでしょう。 桐野
きりの

利
とし

秋
あき

の談論
だんろん

の中に、「今の東京政府

の者らに一体何が出来よう。 万一、姑息
こそく

の条約を定め、国威
こくい

を失墜
しっつい

するような事があったら、それこそ

国家の 重
じゅう

大事
だいじ

だから、いよいよ其の改定の日ともなれば、人民は当
まさ

に奮
ふる

い立って、政府の軟 弱
なんじゃく

輩
はい

を一掃
いっそう

し、これに代わって諸外国との交渉に当たらなければならない。 薩
さつ

、隅
ぐう

、日
にち

、（訳注：薩摩
さつま

、大隈
おおすみ

、日向
ひゅうが

）

3州の子弟
してい

が南 洲
なんしゅう

翁
おう

（隆盛）を奉じて、海内
かいだい

の大事に任ずるの秋
とき

でもあろう」という言葉がある。  

多分、隆盛の意志もそこに在
あ

ったのであろう。 即ち、やがて 2, 3 年の後には、条 約
じょうやく

改正
かいせい

の問題

が起こるが、その時こそ、諸外国と対等
たいとう

の条約を結ぶことの出来ない政府の責
せき

任
にん

を問
と

う義
ぎ

軍
ぐん

を起こして、
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軟 弱
なんじゃく

な当路者
とうろしゃ

に取って代
がわ

り、多年の間に 養
やしな

った実
じつ

力
りょく

を発
はっ

揮
き

して、日本国家を双肩
そうけん

に担
にな

おうとしたのだ

ったでしょう。 

  ところが、若くて血気に逸
はや

る生徒らは、そういう深謀
しんぼう

遠慮
えんりょ

を会得
えとく

しなかった。 彼等は、自分たちの

勢力がますます増大するにつれて、しだいに過激
かげき

に走
はし

り、その行動も時に常軌
じょうき

を逸
いっ

して、ともすれば爆発
ばくはつ

しかねない情 勢
じょうせい

を見せて来た。 言ってみればこの時の鹿児島県は、政府に取って、さながら一
いち

敵国
てきこく

の観
かん

があったのです。 

大久保
お お く ぼ

参議
さんぎ

の対策
たいさく

 

  そこで、政府は、どうにかして私学校徒を抑圧
よくあつ

し、天下の治安
ちあん

を維持
い じ

しなければならないとの考えか

ら、参議大久保
お お く ぼ

利通
としみち

は大警視川路
かわぢ

利
とし

良
よし

と謀
はか

り、その腹心
ふくしん

である薩摩出身の警部、巡査、壮士、学生ら数十

人をひそかに帰郷
ききょう

させた。 そして、私学校徒の行動を探偵
たんてい

させ、彼等の間を離間
りかん

し、撹乱
かくらん

し、その結 束
けっそく

を破らせようとすると共に、更に、ひそかに汽船
きせん

赤
 せき

龍
りゅう

丸
まる

を鹿児島に遣
つか

わし、そこに在った海軍造船所
ぞうせんじょ

及

び大阪砲兵工廠
ほうへいこうしょう

鹿児島属 廠
ぞくしょう

の兵器
へいき

弾薬
だんやく

を大阪に移
うつ

させることにした。 明治 10年 1月の事です。 

私
し

学校
がっこう

徒
と

の暴発
ぼうはつ

 

  すると、その月の半ばごろから、「政府は多数の刺客
しかく

を送って、わが西郷先生を暗殺
あんさつ

しようとしている」

という流 言
りゅうげん

が鹿児島県下一帯に行われ、忽
たちま

ちこれを信じた私学校徒は大いに政府の執
と

った手段
しゅだん

の陰険
いんけん

な

のを 憤
いきどお

っていた。 更に政府が兵器弾薬を移そうとしているのを知ったために、「さてこそ、政府は兵を

起こして西郷先生および我々私学校徒を撲滅
ぼくめつ

しようとしている」と即断
そくだん

し、ここにいよいよ激昂
げきこう

して、乃
すなわ

ち 急
きゅう

に起
た

って、1 月 30,31 日の両日、海軍造船所および属 廠
ぞくしょう

の倉庫
そうこ

を襲
おそ

い、小銃、弾薬をほしいままに

略 奪
りゃくだつ

した。  

  のみならず、翌 2 月 3日、例の探偵
たんてい

の一人と目されていた少警部 中原
なかはら

尚
ひさ

雄
お

を捕
と

らえて、これを拷問
ごうもん

し

て、彼等の帰省
きせい

した目的が、実は西郷を暗殺し、東京政府にこれを報告して速
すみ

やかに陸海軍の発動
はつどう

を請
こ

い、

私学校徒を皆殺
みなごろ

しにする事にあるという口供
くちがき

を作らせるに及んで、暴徒らはいよいよ勇躍
ゆうやく

した。 

隆盛
たかもり

の挙兵
きょへい

 

  この時、隆盛は新八と共に大隈
おおすみ

地方に遊 猟
ゆうりょう

中で、鹿児島にはいなかったし、その他の幹部
かんぶ

連 中
れんちゅう

も他

に出ていて、この 略
りゃく

奪
だつ

や拷
ごう

問
もん

には 全
まった

く 与
あづか

らなかったが、すでに事が斯
こ

うなってしまった以上は、いか

んとも仕方
しかた

ないので、隆盛もついに意
い

を決
けっ

して断然と兵を挙げた。 明治 10年 2月 15 日、彼は政府に尋問
じんもん

する所があると 称
しょう

して、集まってきた青年 15,000 を率いて鹿児島を出発した。 利
とし

秋
あき

、国
くに

幹
もと

、村
むら

田
た

新
しん

八
はち

、

永
なが

山
やま

弥
や

一
いち

郎
ろう

、別
べっ

府
ぷ

晋
しん

介
すけ

、池
いけ

上
がみ

四
し

郎
ろう

らがその部将
ぶしょう

でした。 鹿児島県令
けんれい

 大山
 おおやま

綱
つな

良
よし

もまたこれに応じて、

官金
かんきん

を出して軍費を助けた。 

  こうして 2月 21日、彼等は肥後
ひ ご

の川尻
かわじり

に着いて、ここに本営を置いたが、この時、熊本の士族池辺
いけべ

吉
きち

十 郎
じゅうろう

の率いる熊本の学校党 1,500 を始め、人吉
ひとよし

、日向
ひゅうが

方面からも隆盛を慕
した

って来て加わる者が多かった

ので、 忽
たちま

ち賊軍の総勢は 20,000 を超えて、大いに士気が振
ふ

るった。 
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熊
くま

本
もと

城
じょう

を囲
かこ

む 

  そこで、その翌 21日から進んで熊本
くまもと

城
じょう

を囲
かこ

んだ。 城は、昔、築 城
ちくじょう

の大家
たいか

といわれた加藤
かとう

清
きよ

正
まさ

が築
きづ

いた天下の名城です。 これを守る者は熊本鎮台司令長官陸軍少将 谷
たに

干
たて

城
き

で、参謀長は陸軍中佐 樺
かば

山
やま

資
すけ

紀
のり

、参謀は同少佐 児
こ

玉
だま

源
げん

太
た

郎
ろう

、士卒は凡そ 3,500 人でした。 はじめ賊軍は、城こそ九州第一の堅 城
けんじょう

で

も、守る者が取るにも足らぬ百姓兵である以上、たとえ 1000,000 あったところで、これを 陥
おとしい

れるのに

何の手間
て ま

ひまがいろうかと、高
たか

をくくって遮
しゃ

二
に

無
む

二
に

 攻
せ

め立
た

てたが、どうして鎮台兵
ちんだいへい

も中々強く、百姓兵

と見くびるわけにも行かなかった。 

       

                 熊
くま

本
もと

城
じょう

の攻
こう

囲
い

  丸に十字は島
しま

津
づ

氏
し

の家紋
もん
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  実際、この城さえ落ちれば、九州全体は 殆
ほとん

ど賊軍の手に入るわけでもあったし、そうなればまた、彼

等がひそかに予期
よ き

していたように、全国にちらばっている不平士族の輩
はい

が、一
いっ

斉
せい

に蜂
ほう

起
き

することにもなっ 

たかも知れない。  

しかし、谷少将がよく

部下の結束
けっそく

をはかって、固
かた

く死
し

守
しゅ

してびくともしなか

ったために、ついに賊軍は

急 に 作 戦 を 一変
いっぺん

し て 、

池上四郎
いけがみしろう

に 3,000 余の兵を

付
ふ

与
よ

して 専
もっぱ

ら熊本城の攻
こう

囲
い

に当たらせ、その余りは、 

  

          西
せい

南
なん

戦
せん

役
えき

前
まえ

の熊
くま

本
もと

城
じょう

 

利
とし

秋
あき

、国
くに

幹
もと

、新
しん

八
はち

、晋
しん

介
すけ

らが率いて、山鹿
やまが

、田原坂
たばるざか

、木留
きどめ

方面に向って進撃
しんげき

を開始することにした。 

 逸早
いちはや

く官軍の外からの援兵
えんぺい

を突破
とっぱ

し、長崎、小倉を占領して、九州全部を先づその手
て

に収
おさ

めようとした

のです。 

       

        熊
くま

本
もと

篭
ろう

城
じょう

軍
ぐん

の首
しゅ

脳
のう

部
ぶ

  前列中央が谷
たに

少 将
しょうしょう

、向ってその右が樺
かば

山
やま

参謀
さんぼう

長
ちょう

 

征
せい

討
とう

令
れい

が下
くだ

る 

  けれども、それにはすでに時が遅
おそ

かった。 

  これより先き、明治天皇は1月28日に京都行 幸
ぎょうこう

され、30日に先帝の10年祭を行われ、更に大和に行 幸
ぎょうこう

、

2月 9 日、奈良の 正
しょう

倉
そう

院
いん

をご覧
らん

になり、11 日の紀元
きげん

節
せつ

に畝傍山
うねびやま

の神武
じんむ

天皇の 陵
みささぎ

に参拝
さんぱい

され、同 16日に

京都に還幸
かんこう

された。 その折から、鹿児島の変報
へんほう

が達
たっ

したので、そのまま京都に駐 輦
ちゅうれん

になり、鹿児島県暴徒
ぼうと

の征討
せいとう

を仰
おお

せ出
い

でされた。 即ち、19 日に有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

熾
たる

仁
ひと

親王を征討総督
そうとく

として、陸軍中将 山県
やまがた

有
あり

朋
とも

、

海軍中将 川村
かわむら

純義
すみよし

を参軍
さんぐん

として、陸軍少将 野津
の づ

鎮
しず

雄
お

、同 三好
みよし

重臣
しげおみ

、同 三浦梧楼
みうらごろう

、同 大山
おおやま

巌
いわお

らに各旅団
りょだん

の兵を率いて賊を討たされた。 そしてその 25日には、隆盛、利秋、国幹らの官 爵
かんしゃく

を削
けづ

った。 
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賊軍
ぞくぐん

の北進
ほくしん

 

  こうして官軍は、2 月 22 日に早くも博多に上陸した野津、三好両少将の率いた軍を始めとして、後続

部隊も陸続
りくぞく

と南進をつづけ、一刻
いっこく

も早
はや

く熊本城を救おうとした。 しかしすでにこの時には、賊軍の大部

分が肥後
ひ ご

の北部まで進んで来ていたのみならず、現にその 22 日の晩
ばん

のごときは、急いで熊本に入城しよう

として来た小倉
こくら

の歩兵第 14 連隊長心得陸軍少佐 乃木
の ぎ

希
まれ

典
すけ

を、植木町
うえきちょう

外の向坂
むこうざか

に要撃
ようげき

してこれを破り、そ
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の連隊旗
れんたいき

を奪
うば

って大いに気勢
きせい

をあげたというようなことまで起こっていたのです。 

  賊軍はその翌 23 日、勝った 勢
いきお

いに 乗
じょう

じて、希典が前夜敗れて木
この

葉
は

に退
たい

却
きゃく

したのを更
さら

に追
つい

撃
げき

して、

高
たか

瀬
せ

に退却を止
や

む無
な

くさせた上に、越えて 27 日には、利
とし

秋
あき

、国
くに

幹
もと

、晋
しん

介
すけ

、新
しん

八
はち

らの猛
もう

将
しょう

が大
たい

挙
きょ

して高

瀬を奪
だっ

取
しゅ

しようとした。 

  博多
はかた

から南進して来た官軍が、初めて真正面から賊軍に当たったのがこの日の高瀬の戦いです。 さ

すがに賊軍の猛
もう

襲
しゅう

は 頗
すこぶ

る 鋭
するど

く、午前 9 時から夕方まで激戦がつづいて、一時は殆
ほとん

ど奪取が成功しそう

にみえたが、野津少将の率いる砲
ほう

兵
へい

隊
たい

が 南
みなみの

関
せき

から来
らい

援
えん

するに及
およ

んで、賊軍はついに敗れて、全線
ぜんせん

をあ

げて退 却
たいきゃく

した。 

田原坂
たばるざか

の悪戦
あくせん

 

  こうして、彼等の北上はここに全く阻止
そ し

されたが、しかしまた官軍をも容易
ようい

には南下させなかった。 

彼等は高瀬から退くと、木
この

葉
は

、田
た

原
ばる

坂
ざか

、吉
きち

次
じ

越
こし

、木
き

留
どめ

、山
やま

鹿
が

などの険
けん

によって、官軍を拒
ふせ

ぎ、熊本城との

連絡を固く 遮
さえぎ

ったのです。 わけても私学校徒が最も精鋭
せいえい

をつくして死守
ししゅ

したのは田原坂でした。  

官軍は 3月 3日に木葉を占領して、翌 4日から間断なくこれを攻撃したが、賊軍は勇
ゆう

敢
かん

に突
とつ

撃
げき

を繰
く

り返
かえ

して一歩も 退
しりぞ

かず、両軍共に、いたづらに多数の死傷者を出すのみでしたので、官軍はそこを地獄
じごく

峠
とうげ

と

呼ぶに至ったというのを見ても、いかに悪戦苦闘
あくせんくとう

したかがわかります。  

けれども、ここを突破
とっぱ

しなければ熊本城を救うことは出来ないのですから、どんな無理をしてでも打

ち破って通ろうと、官軍は更に色々と工夫
くふう

して攻め立てた。 警視庁
けいしちょう

の巡査
じゅんさ

をもって組織
そしき

した有名な抜
ばっ

刀
とう

隊
たい

が賊
ぞく

の塁
るい

に突
とっ

貫
かん

したのもここです。 

賊軍
ぞくぐん

の 退 却
たいきゃく

 

  激戦 16 日、3 月 20 日に至って、さすがの賊軍もついに支
ささ

えかねて、植木町
うえきちょう

外の向 坂
むこうざか

に退 却
たいきゃく

した。 

山鹿
やまが

に在って、機会
きかい

もあれば官軍を側面
そくめん

から攻撃
こうげき

しようとしていた桐野
きりの

利
とし

秋
あき

の軍も、その翌 21日に鳥
と

栖
す

方

面に退却した。 吉
きち

次
じ

越
ごえ

の賊軍も、3 月 4 日の激戦
げきせん

に、勇 将
ゆうしょう

篠原
しのはら

国
くに

幹
もと

を斃
たお

されたにもかかわらず、なお

頑 強
がんきょう

に持ちこたえていたが、4月 1 日、ついに三 岳
さんのたけ

に退却した。 

  それで、官軍の本営も、3月 15日に福岡から久留米
く る め

に移っていたのだが、同 23日には更に高瀬
たかせ

に進め

られたが、しかし熊本城との連絡
れんらく

はまだまだつかなかった。  

勅使
ちょくし

の鹿児島
か ご し ま

差 遣
さしつかい

 

  これより先
さ

き、朝廷は元老院儀官 柳
やなぎ

原
はら

前
まえ

光
みつ

を 勅
ちょく

使
し

とし、陸軍中将 黒田
くろだ

清隆
きよたか

、海軍少将 伊東
いとう

祐
すけ

麿
まろ

ら

をこれに随行
ずいこう

させて鹿児島の島津家
し ま づ け

に差遣
さしつか

わせ、久光
ひさみつ

、忠義
ただよし

の父子
ふ し

に諭
さと

して、県民に暴動に加わらないよ

うにさせた。  

この時、勅使は護衛
ごえい

艦
かん

 8 隻
せき

を 随
したが

えて、堂々
どうどう

と鹿児島に入港して、勅 命
ちょくめい

を伝えて後、鹿児島属
ぞく

廠
しょう

を

毀
こわ

し、製
せい

弾
だん

機
き

を大阪に移すことにした上に、賊軍の軍費および 糧 食
りょうしょく

の調 達
ちょうたつ

に当たっていた県令
けんれい

 大山
おおやま

綱
つな

良
よし

を捕
と

らえて、賊の後援
こうえん

を絶
た

っておいて、3月 12日に鹿児島を出発し、翌日に長崎に寄港
きこう

し、ここに黒田
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清隆らを残して、16日に京都に帰った。  

別働隊
べつどうたい

の活動
かつどう

 

  清隆は勅使の護衛
ごえい

に当たった兵士巡査らをもって別隊を組織し、賊軍の背後
はいご

からこれを攻撃する策を

立て、13 日に電報
でんぽう

で政府
せいふ

に建議
けんぎ

すると、政府は 14 日に彼を征
せい

討
とう

参
さん

謀
ぼう

に任
にん

じてその策
さく

を行わせることにし

た。  

有名な別働隊
べつどうたい

が即ちこれで、第一に先づ陸軍少将 高
たか

島
しま

鞆
とも

之
の

助
すけ

の一隊が、19 日に肥後の日奈久
ひ な ぐ

の西南

方に上陸して、その辺に屯 集
とんしゅう

していた賊
ぞく

を駆逐
くちく

しながら、進んで八代
やつしろ

に入ったのを手始めに、22 日には

黒田参軍が八代に入り、ついで陸軍少将 山田
やまだ

顕
あき

義
よし

が、同 川路
かわぢ

利
とし

良
よし

らもまた別働隊に参加を命じられて八

代に到着、着々と賊軍を撃ち退けながら、次第に進んで、4 月 1 日には宇土
う と

を占 領
せんりょう

し、5 日には本営を同

地に進めた。  

  このころ、福岡、山口、大分、愛媛などの各地にも暴徒が起こって、いづれも私学校徒に応じたが、

みな間もなく平定した。 

  ところで、一方、熊本城はその後どうなったか？ 

籠 城 軍
ろうじょうぐん

の困苦
こんく

 

  籠 城
ろうじょう

の初
はじ

めのころに、官軍との連絡をはかるために密使
みっし

を

出した。 （ その一人の谷
たに

村
むら

計
けい

介
すけ

が、農夫
のうふ

に変装
へんそう

して城を抜け

出し、いくたびか死地
し ち

をくぐって、漸
ようや

く来援軍の野津少将の陣
じん

営
えい

に至
いた

り、首
しゅ

尾
び

よくその使
し

命
めい

を果
は

たした後に、3 月 4 日の田原

坂の攻撃に進んで従 軍
じゅうぐん

して、散弾
さんだん

に中
あた

って戦死
せんし

を遂
と

げた話は、

殊
こと

に悲
ひ

壮
そう

なものとして伝えられている。 ）  

漸
ようや

く来
らい

援
えん

の近づいたことを知って以来、城兵はいよいよ勇
いさ

んで頑
がん

強
きょう

に応
おう

戦
せん

をつづけていたが、囲
かこ

みを受けてから 40 余日

にも及んだころには、 糧 食
りょうしょく

も次第に残り少なくなり、弾薬も

また 殆
ほとん

ど尽
つ

きようとして来た。  

減
げん

食
しょく

を 行
おこな

い、或
ある

いは飯
めし

を粥
かゆ

にし、或
ある

いは濠
ほり

の 魚
さかな

を捕
と

ら

えたり、屠
ほふ

ったりして食料にあてていたが、それでもやがて支

えきれなさそうになって来た。 而
しか

も援
えん

兵
ぺい

はなお来ないのです。  

  

 熊本城  谷
たに

村
むら

計
けい

介
すけ

の銅像  

本 百 姓
ひゃくしょう

像は先の戦争の金
きん

属
ぞく

 

供
きょう

出
しゅつ

で撤去、 1998 年に軍服姿  

で再建。  

城兵一同は固く結束して、今はもう城を 枕
まくら

と覚悟
かくご

を決めるに至った折から、八代
やつしろ

方面に上陸した別働

隊が、つい近くまで進んで来たことがわかったので、谷司令長官は乃
すなわ

ちここに一大決心をして、城兵の一

部をもって城の囲みを突破し、援軍のとの連絡をつけようという策を立てた。 そして、この重任を果た

すことになったのが、陸軍少佐 奥
おく

保
やす

鞏
かた

です。 
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突囲隊
と つ い た い

の脱 出
だっしゅつ

 

  4 月 8 日の朝早く、奥
おく

少佐は部下の一大隊を率いて、友軍
ゆうぐん

の援護
えんご

の下
もと

にひそかに城を出
い

で、霧
きり

に紛
まぎ

れ

て水前寺
すいぜんじ

に至り、それより敵の陣地をいくつか突破
とっぱ

して、午後 4 時には首尾
しゅび

よく宇土
う と

の別働隊本営に着い

た。 死傷者は僅
わづ

かに 8名に過ぎなかったが、これは沿道
えんどう

の賊軍
ぞくぐん

が、その大半はすでに陣地を離れて他に

向かい、あとには僅
わづ

かの兵を置いて虚勢
きょせい

をはっていたからだといわれる。 

 奥少佐から熊本城の危急
ききゅう

を聞き、又、これを包囲
ほうい

している賊軍の様子
ようす

をも 詳
つまび

らかにすると、黒田参軍は

すぐに兵を進めて城を救
すく

うことにした。 

重
じゅう

囲
い

を解
と

く 

  こうして攻囲軍
こういぐん

の背後
はいご

を、各方面から包
つつ

んで攻撃して、4月 14 日に山田少将は進んで川尻
かわじり

を占 領
せんりょう

し、

その部下の陸軍中佐 山川
やまかわ

浩
ひろし

の一隊は長駆
ちょうく

して熊本城に入った。 実に城兵は 2月 22 日以来、籠 城
ろうじょう

する

こと 52 日で初めて援軍
えんぐん

を迎
むか

えたのです。 彼等の喜びがいかに大きく、異常なものであったかは、容易に

皆さんにも想像
そうぞう

されるでしょう。 

  さて、城外の官軍との連絡
れんらく

が、こうして完全についてしまってみれば、さすがの賊軍も今は退 却
たいきゃく

す

るより外
ほか

には道が無かったので、その夜から続 々
ぞくぞく

と熊本の東方約 12 km の木山
きやま

町
まち

を指して退 却
たいきゃく

しはじめ

た。 翌 15 日、城中でもこれを知って、急いで兵を出して市中の 残
ざんぺい

兵を追
おい

払
はら

った。 囲
かこ

みはここに初

めて解
と

けた。 

  この日、黒田参軍、山田、川路両少将らも熊本に 入 城
にゅうじょう

したが、北方から来た征討軍
せいとうぐん

も、この日と翌

16日とに続いて熊本に 入
はいり

込
こ

んだ。 17日には総 督 宮
そうとくのみや

も入城されて、ここをその本営
ほんえい

とされた。 

  実に熊本城が 陥
おちい

ると否
いな

とは、前にも少し述べたように、国内の大勢
たいせい

にもかかわるところでしたのに、

谷少将以下の将士が、死なば諸
もろ

共
とも

の精神をもって 協
きょう

力
りょく

一
いっ

致
ち

、よく万
ばん

苦
く

を凌
しの

いで、これを支
ささ

え通
とお

したのは

誠に偉
えら

かった。 これがために、全国各地の不平
ふへい

士族
しぞく

や政府
せいふ

反対党
はんたいとう

らも、ついに 乗
じょう

じる機
き

会
かい

を得
え

ずして起
た

つことを止
や

めたといわれます。 

隆
たか

盛
もり

ら 日
ひゅう

向
が

に走
はし

る 

  さて、熊本城の囲
かこ

み
み

を解
と

いてからの賊軍は、ただただ敗れる一方でした。 本営を木山
きやま

に置いて、北

は大津
おおつ

から南は御船
おふね

に至る約 24 km の間に蜿蜒
えんえん

と長い陣地
じんち

を構
かま

え、機会もあれば再び熊本城を襲
おそ

おうとは

かったが、その 遑
いとま

も無く、勝ちに乗った官軍に 忽
たちま

ち追
つい

撃
げき

されて、20日には下矢部
し も や べ

 方面
ほうめん

に 退
しりぞ

き、21日

には浜町
はままち

に退き、さらにその翌 22日には肥後南部の要 衝
ようしょう

である人吉
ひとよし

に退いた。 暫
しばら

くここの天
てん

険
けん

に拠
よ

っ

て官軍の攻撃を防ぎ、豊後
ぶんご

方面に向わせた一隊と、鹿児島方面に向わせた一隊とに官軍を攪乱
かくらん

させながら、

徐
おもむろ

に勢 力
せいりょく

を挽回
ばんかい

しようとしたのです。 けれども、大兵を部署
ぶしょ

して圧迫
あっぱく

して来た官軍の勢力は、更に

一層さかんでしたので、ついに支
ささ

えることが出来なくなって、6 月 1日には人
ひと

吉
よし

も 陥
おちい

った、隆
たか

盛
もり

らは 日
ひゅう

向
が

に走って、本営を宮崎に置いた。 
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  豊後に向った一隊も、一時は 頗
すこぶ

る 勢
いきお

いがよく、竹田
たけだ

から進んで、鶴崎
つるさき

を占領し、将
まさ

に大分までをも

奪おうとするまでに至ったが、やがて官軍の大兵が出 動
しゅつどう

してから後
のち

は、戦う毎に敗れて次第
しだい

に圧迫
あっぱく

され、

6月 9日には臼杵
うすき

を捨
す

て、次いで重岡
しげおか

を捨て、ついに日向
ひゅうが

の延岡
のべおか

に走って、その地の賊軍と一緒
いっしょ

になった。 

  鹿児島方面に向った軍も、すでに上陸していた川村
かわむら

参軍の率いる官軍に攻立
せめた

てられて、一
いっ

向
こう

に勝
かち

味
み

が

なく、まもなく薩摩を逐出
おいだ

されて、大
おお

隈
すみ

から 日
ひゅう

向
が

に逃
のが

れ、ついに 都
みやこの

城
じょう

の賊軍と合
がっ

した。 

官軍
かんぐん

の侵攻
しんこう

 

  こうして、賊軍の大部分が日向に逃げ込むと、官軍は大挙
たいきょ

して同国に逼
せま

り、7月 24 日には 都 城
みやこのじょう

を抜
ぬ

き、同 31 日には宮崎の本営を破
やぶ

って隆盛を走らせ、同日、砂土原
さ ど は ら

を占 領
せんりょう

し、8 月 2 日に高鍋
たかなべ

を取り、14

日には延岡
のべおか

を 陥
おとしい

れた。  

隆盛は宮崎から高鍋
たかなべ

、延岡
のべおか

を経
へ

て長
なが

井
い

に到
いた

り、ここを本営としたが、この時、彼の軍勢は僅かに 3,000 

で、しかも、兵器も弾薬も極
きわ

めて乏
とぼ

しく、殆ど銃を持たない部隊すらあったということです。 いかに負

け続けて来たかがわかります。 

  官軍はこれを四方
しほう

から包囲
ほうい

して、8月 18日の夜明
よ あ

けをもって総攻撃
そうこうげき

を開始
かいし

し、賊軍をみなごろしにし

ようとしていた。 

隆盛
たかもり

ら可愛
え の

嶽
たけ

を越
こ

える 

  ところが、隆盛、利秋らは 17日の夜、精鋭
せいえい

500 を選
えら

んで突
とつ

囲
い

隊
たい

を組
そ

織
しき

して、長井の西方の可愛
え の

嶽
たけ

方面

の官軍が最も薄
はく

弱
じゃく

なのを探
たん

知
ち

すると、深
しん

夜
や

ひそかに同嶽
たけ

に攀
よ

じ登
のぼ

り、18日の夜明け前にその 頂 上
ちょうじょう

に達
たっ

した。 そこからは、慓 悍
ひょうかん

をもって聞こえた逸
へん

見
み

十
じゅう

郎
ろう

太
だ

が、抜
ぬき

見
み

の大
だい

刀
とう

を 提
ひっさ

げて先
せん

頭
とう

に立ったあとか

ら一同
いちどう

が続
つづ

いてまっしぐらに山を駆
か

け下
くだ

って、一気に官軍の守備を破って三
み

田井
た い

に脱 出
だっしゅつ

した。 

     

         鹿児島         城
しろ

  山
やま

    私
し

学
がっ

校
こう

は右方の 麓
ふもと

に在
あ

った。 

賊
ぞく

軍
ぐん

、城
しろ

山
やま

に拠
よ

る 

  こうして隆盛の軍は、日向
ひゅうが

、大隈
おおすみ

、薩摩
さつま

の諸所で官軍の守兵
しゅへい

を破りながら脱兎
だっと

の 勢
いきお

いで鹿児島に向

った。 9月 1日の夜、その地に入ると、忽ち官軍の守備兵を追って兵
へい

器
き

弾
だん

薬
やく

を奪
うば

い、城
しろ

山
やま

に拠
よ

って、最後
さいご

の決戦
けっせん

の準備
じゅんび

を 整
ととの

えた。 城山
しろやま

は鹿児島市の北部に 峙
そばだ

つ小山で、そう大して高くはないが、急坂で、路
みち

が狭
せま

く、その上、全山が樹木
じゅもく

をもって覆
おお

われているために、守
まも

り易
やす

く攻
せ

め難
がた

い要
よう

害
がい

とされている。  



第 5話 地方の騒乱と西南の役 

 

12 

隆盛の軍は、この時、総勢
そうぜい

僅
わづ

かに 372 人にしか過ぎなかったが、いづれも強い決死
けっし

の覚悟
かくご

の下
もと

に、保
ほ

塁
るい

を 20余箇所に築
きづ

いて、以
も

って官軍の攻撃
こうげき

に備
そな

えた。 

  一方、官軍は、やがて大挙
たいきょ

して東西から鹿児島に入込
いりこ

んだが、 徒
いたづら

に多くの死傷者
ししょうしゃ

を出すまいとの

心 遣
こころづか

いと、一つは、隆盛が稀世
きせい

の英雄
えいゆう

であるのを惜
お

しんで、なるべくはこれを降伏
こうふく

させようとの心 構
こころがま

え

とから、急に城山
しろやま

を落
お

とそうとはせずに、先づこれを完全に包囲
ほうい

してから、 徐
おもむろ

に攻撃を始めた。 

  しかもその攻撃は、日に日に激
げき

烈
れつ

を加
くわ

え、賊軍の死傷者は次第にその数を増
ま

して行った。 といって、

もはや外から救 援
きゅうえん

の来る当
あ

ては全く無かったにもかかわらず、隆盛の決心
けっしん

は固
かた

く、ついに 9月 23日に至
いた

って、彼に断
だん

じて降伏
こうふく

の意志
い し

のないことが明らかになったので、官軍は、その翌 24日の午前 4時から総攻撃
そうこうげき

を始めた。 

城
しろ

山
やま

陥
おちい

る  

  一方、隆盛は、先に可愛
え の

嶽
たけ

の重囲
じゅうい

を脱出した時から、死んで故郷の土とこそなろうとしていたのです

から、今や城山の運命も目 睫
もくしょう

の 間
あいだ

に迫
せま

ったのを知ると、23 日の夜、その起臥
き が

していた岩
いわ

崎谷
さきだに

の洞穴
どうけつ

の

中に諸将を集めて最後の酒
しゅ

宴
えん

を 催
もよお

した。 快
こころよ

く永
えい

訣
けつ

の 盃
さかづき

を酌
く

みかわしたのであります。 こうして

翌 24 日の官軍の総攻撃に身方
み か た

の各塁
かくるい

が相
あい

次
つ

いで 陥
おちい

り、敗兵が一時
いちじ

に岩崎台に集まって来るのを見ると、

隆盛はいよいよ最後の決戦
けっせん

を 試
こころ

みようと、利
とし

秋
あき

、新
しん

八
ぱち

、池
いけ

上
がみ

四
し

郎
ろう

、別
べっ

府
ぷ

晋
しん

介
すけ

、逸
はや

見
み

十
じゅう

郎
ろう

太
だ

らの 40 余

人を 従
したが

え、輿
こし

に乗
の

って、岩崎口の保
ほ

塁
るい

に向った。 

隆盛
たかもり

の最後
さ い ご

 

  下
くだ

ること数
すう

町
ちょう

、折
お

りしも官軍の弾丸
だんがん

は雨
あめ

霰
あられ

と飛んで来ていたが、 忽
たちま

ちその一弾が隆盛の股
もも

に中
あた

っ

たと思うと、次の一弾はその腹に中った。 隆盛は輿
こし

の脇
わき

に付添
つきそ

っていた晋
しん

介
すけ

に声をかけて、「晋どん、 

ここでよか」と輿を止
とど

めさせると、静かに地
ぢ

べたにおりて、は

るかに東方に向って 跪
ひざまづ

き、両手を合わして礼拝
れいはい

した。 言

うまでもなく、天皇のまします帝都
ていと

の空
そら

を拝
はい

したのでありま

す。  晋介は隆盛の負傷
ふしょう

を知ると同時に、この様子を見て、

それと悟
さと

り、今ははやこれまでと思
おも

い 諦
あきら

めて、隆盛の後
うし

ろに

回
まわ

ると、 涙
なみだ

を呑
の

んで、太
た

刀
ち

を引
ひき

抜
ぬ

き、「御
ご

免
めん

」と言いざま、

その首を打落
うちお

とした。 あゝ一
いっ

世
せい

の英
えい

傑
けつ

も、騎
き

虎
こ

の 勢
いきお

いで止
や

むを得
え

なかったとはいえ、一旦
いったん

朝
ちょう

敵
てき

の名を受けては、もはや

再び天地
てんち

の容
い

れるところとならなかった。 

  彼はここに 55 才を一期
いちご

として城山の露
つゆ

と消えた。 この

地には今も隆盛が終 焉
しゅうえん

の地
ち

を記念
きねん

する碑
ひ

が建
た

っています。 

  すでに総師
そうすい

隆盛が死んでしまったのです。 利秋以下の諸

将も、今はただ死ぬばかりでした。  

   

    西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

終
しゅう

焉
えん

の地
ち

 の碑 

鹿児島    城山の北東下 
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  彼等はいずれも最後の保塁岩崎口において奮
ふん

戦
せん

して、 悉
ことごと

く討
う

ち死
じに

しました。 

時は同日午前 9 時でした。 折りしも大雨が一時にどっと降
お

り来
き

て、血
ち

腥
なまぐさ

い城山
しろやま

の戦場を洗
あら

い清
きよ

めよう

とするものの如
ごと

くであったといわれます。  

徴 兵
ちょうへい

の実線
じっせん

能 力
のうりょく

 

  こうして、一時は全国をも動揺
どうよう

させた西南
せいなん

の役
えき

もここに全く平
たい

らいだ。 この役に、賊軍側の兵員が、

薩摩
さつま

、大隈
おおすみ

、日向
ひゅうが

の 3 州の士
し

民
みん

から徴 発
ちょうはつ

した者を加えて総計 40,000 余人であったのに対して、官軍側

の出 征
しゅっせい

兵員
へいいん

は総計 60,831 人でして、この内、士族
しぞく

から臨時
りんじ

に徴募
ちょうぼ

した約 6,700 人を除けば、外
ほか

は 悉
ことごと

く

全国からの徴 兵
ちょうへい

、即ち賊軍の所謂
いわゆる

百 姓 兵
 ひゃくしょうへい

でした。  

彼等の実戦上の能 力
のうりょく

については、久
ひさ

しく旧武士階級から軽蔑
けいべつ

されていたのですが、この役
えき

において、

初めて所謂
いわゆる

鎮台兵
 ちんだいへい

の威力
いりょく

を遺憾
いかん

なく発揮
はっき

して、訓練
くんれん

さえ 施
ほどこ

せば、何の懸
け

念
ねん

もなく平民が士族に打ち勝つ

ことが出来るという実 証
じっしょう

を天下に示
しめ

したのです。 

  なお、この役において、官軍の戦死者は 6,278 人、負傷者は 9,523 人、賊軍の死傷者は 20,000 余人、

処刑者
しょけいしゃ

は 2,764 人の多さにのぼった。 又、官軍の消費
しょうひ

した軍費
ぐんぴ

は実に 41,567,724 円という巨額
きょがく

でした。 

大役
たいえき

の鎮定
ちんてい

と人心
じんしん

の安定
あんてい

  

  とはいえ、これは前にも述べたように、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の大
だい

変
へん

革
かく

の余
よ

波
は

であって、新政府にいろいろの党派
とうは

が出来て権勢
けんせい

を 争
あらそ

った事や、政治上、社会上の改革に対して、不平を抱
いだ

いた者が方々にいた事やが、そ

れこれ一つになって最後の大爆発
ばくはつ

の原因
げんいん

となったのであるので、この大役
たいえき

の鎮定
ちんてい

と共に、久
ひさ

しく動
どう

揺
よう

し

ていた人心も収
おさ

まり、海
かい

内
だい

にまた乱を思う者が無くなった。 一つは武力によって事を行おうとしても、

徴 兵
ちょうへい

の新制度による官軍の力が既に大いに強く、到底
とうてい

これを 覆
くつがえ

すことの出来ないのがはっきりと分か

ったからでもあったろう。 

  こうして、西南
せいなん

の役
えき

後は、中央政府の威権
いけん

が全く確立
かくりつ

して、内治
ないち

は平和のうちにいよいよ進んだ。 

  さて、隆盛は、 郷
きょう

党
とう

の子
し

弟
てい

のために叛
はん

賊
ぞく

となって、ついにあえない最後を遂げたとは言え、世人
せじん

は

彼が維
い

新
しん

の際
さい

における勲
くん

功
こう

を思い、又、その心事
しんじ

に同 情
どうじょう

して、心から哀悼
あいとう

の意
い

を 表
ひょう

さない者は無かった。 

隆盛
たかもり

の余栄
よ え い

 

  明治 16年に至り、明治天皇は、隆盛の偉勲
いくん

を追想
ついそう

してその心 情
しんじょう

を憐
あわ

れに思われ、特に侍
じ

臣
しん

を遣
つか

わし

て遺
い

族
ぞく

の近
きん

状
じょう

を問われた。 後、明治 22 年 2月 11日、憲法
けんぽう

を発布
はっぷ

するに当たり、特に彼の罪を赦
ゆる

して賊
ぞく

名
めい

を除
のぞ

き、正三位を贈られた。 のみならず、更に明治 35 年 6 月 3 日、嗣
し

子
し

の寅
とら

太
た

郎
ろう

を特に華
か

族
ぞく

に列
れっ

し

て公
こう

爵
しゃく

を授
さづ

けられた。 明治天皇が、いかに臣下を愛されたか、その仁慈
じんじ

の深いことは、啻
ただ

に地下の隆

盛の霊
れい

のみでなく、斉
ひと

しく感佩
かんはい

に耐
た

えません。 

維新
いしん

の三傑
さんけつ

 

  又、西郷
さいごう

隆盛
たかもり

と共に維新
いしん

の三傑
さんけつ

と言われた木戸
き ど

孝
たか

允
よし

、大久保
お お く ぼ

利通
としみち

も彼と前後して世
よ

を去
さ

ったが、この
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事をも少しここでお話しておこう。 

  孝
たか

允
よし

は明治 10年 1月、天皇が京都に行幸された時に、聖
せい

駕
が

に扈
こ

従
じゅう

して上 洛
じょうらく

していたが、4 月ころか

ら 病
やまい

にかゝって、5月 26日、西南の役のまだ終わらないうちに、ついに京都で薨
こう

じた。 時に年は 44才

でした。  

利通
としみち

は翌 11 年 5月 14日、東京赤坂の仮皇居に参 朝
さんちょう

しようとして、午前 9時頃、馬車を駆
か

って 麹
こうじ

町
まち

紀
き

尾
お

井
い

町
ちょう

の清
し

水
みず

谷
だに

に差
さ

しかかった時に、旧加賀
か が

藩士
はんし

島田
しまだ

一郎
いちろう

ら 6 人の者に要撃
ようげき

されて、ついに刺
さ

し殺
ころ

さ

れた。 年は 49才でした。 彼が暗殺
あんさつ

されたという知らせが鹿児島県下に到達
とうたつ

すると、かの地では皆大い

に喜び、老幼
ろうよう

男女相
だんじょあい

告
つ

げて、快
かい

哉
さい

を唱
とな

え、途
みち

で遭
あ

った者は互
たが

いに 祝
しゅく

しあったのみならず、去年
きょねん

に西南の

役に戦死した者のある家では、往々
おうおう

にして赤
せき

飯
はん

を炊
た

いて報
ほう

復
ふく

の意
い

を叙
の

べた者さえいたといわれる。  

隆盛を追慕
ついぼ

する者から見れば、利通
としみち

は彼
か

れを 斥
しりぞ

けて自
じ

滅
めつ

させた者であったのだから、恨
うら

みをこれに報
むく

いようとしたのは当然で、島田
しまだ

一郎
いちろう

らがこれを暗殺
あんさつ

したのも、趣意
しゅい

はやはりそこにあったのです。 これ

もまた征
せい

韓論
かんろん

の余
よ

沫
まつ

であったといえます。 

  こうして、維新
いしん

の三傑
さんけつ

は相次
あいつ

いで皆亡
な

くなった。 しかし、彼等が（隆盛は度
ど

量
りょう

が海
うみ

の如
ごと

く、気
き

宇
う

も

また 頗
すこぶ

る大きくて徳
とく

望
ぼう

一
いっ

世
せい

に高
たか

く、孝允は沈 着
ちんちゃく

で思慮
しりょ

が深
ふか

く、利通は果断
かだん

にして見識
けんしき

がすぐれ、）いず

れも至誠
しせい

をもって国事
こくじ

に当たり、相
あい

並
なら

んで維新の大 業
たいぎょう

を翼賛
よくさん

した功績
こうせき

は、ついに永 久
えいきゅう

に不滅
ふめつ

です。 

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

の起
お

こり 

  なお、西南の役の際
さい

に、元老
げんろう

院議官
いんぎかん

 佐野
さ の

常民
つねたみ

、同 大
おお

給
ぎゅう

恒
ひさし

らは新
あら

たに博
はく

愛
あい

社
しゃ

を起
お

こした。 天皇

のご下賜
か し

金
きん

および有志
ゆうし

の寄付
き ふ

金
きん

をもって戦地に病 院
びょういん

を設
もう

け、官軍、賊軍の別なく、傷 病 兵
しょうびょうへい

を収 容
しゅうよう

し

てこれの救護
きゅうご

治療
ちりょう

に当たった。 これは、嘗
かつ

て常民がオーストリヤの博覧会
はくらんかい

で視
み

て来た西洋の赤十字
せきじゅうじ

事業
じぎょう

にならったもので、又、実にわが国赤十字
せきじゅうじ

の起
お

こりであります。 

(  第５話 地方の騒乱と西南の役 終わり。 次は前頁に戻り、第６話 立憲政体の確立 へ ) 


